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ャルワーク領域の 1996 年と高齢者ケースマネジメントを扱う 2007 年の近年の文
献をピックアップした。また，国立国会図書館の検索システムで類似するコンピテ
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に，24 のカテゴリーをまとめて，さらに 8 カテゴリーの上位の概念を作った（表










　構成割合の多い定義の 6 カテゴリーに 32 のデータ数が入っており，ひとつひと
つデータの中にコーディング名を付けた（表Ⅱ -1-2 定義の 6 カテゴリーの文節毎
















12 意義 3 1 4
活用法 1 3 4
評価 1 1 1 3
態度 1 1
援助方法 17 援助概念 3 2 5
方法 5 5
技術 3 4 7
構成概念 16 構成概念 1 2 2 3 2 10
構成要素 2 1 3 6
教育可能
な能力
13 教育 1 2 3
専門知識 1 2 1 4
能力 1 3 2 6
資質 14 資質 2 8 1 11




10 自律性 1 1 3 1 6
チームマネ
ジメント 1 1 1 1 4
力量 14 力量 2 1 1 5 2 11
影響力 2 1 3
定義 32 ＊定義
（6 項目） 1 2 4 1 3 4 12 5 32





表Ⅱ -1-2 定義の 6　カテゴリーの文節毎のコーディング名
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を中心に」『社会福祉研究第 51 号』15-21, 1991
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Foundations of social work practice in the field of aging 















































































































SOCIAL WORK PRACTICE: A GENERALIST 


























践的概念」「成果と効果性」の 6 分類となった。この 6 分類の項目を，構成要素毎
に抽出してさらにカテゴリー化した。以下において，6 分類毎の分析結果を示す（表


























































































































































































































































e 周囲の能力発揮 f 個人的
信頼
g 現場作業能力 h 急激な
変化に対応
















① Skillの補足概念 a. skillの能力と行動の 2 側面
b. skill 概念を補うコンピテンシー概念
















































































ード名もつけた ( 表Ⅱ -3 その１〜その 3　コンピテンシーの構成要素レベル別分析 
参照 )。
表Ⅱ -3 その 1　コンピテンシーの構成要素レベル別分析
レベル 上位カテゴリー カテゴリー 二次分析の分類項目 コンピテンシーの定義を表す文節
マクロ
包括的概念 概念 概念特性　A3 超越概念 A3 ② a
効果的な行動の基礎力 E1 skill 概念を補うコンピテンシー概念 E1
① b
総体としての適応力 B2 具体性があり，広範な概念 B2 ⑤ｂ
専門性の世
代継承
専門性 成熟化へのプロセス D3 実践の産出と更新のしくみ D3 ① b
環境との交
互作用




環境との交互作用 D2 ⑥ b














責任 専門職の専門性 F1 利用者・コミュニティ・専門職への責
任力 F1 ② a
メゾ 専門性 専門性
援助職の知識 ･ 技術 A4
変化過程の推進や管理 A4 ⑥ b
ソーシャルワークの技術 A4 ③ b
アセスメントとプランニングA4 ⑤ c
解決の主体者とする A4 ⑤ b
ソーシャルワーク知識 A4 ③ a
概念特性 A3 卓越的専門性 A3 ② b
視覚化できる能力の概念
E2
模範的行動の明確化 E2 ③ a
専門職の技能 C3 他者に従属しない行動 C3 ① c
メゾ 専門性 専門性
専門職の自己管理 C2 専門職の倫理と道徳規範 C2 ① a
専門職の専門性 F1 専門職の専門性の適用 F1 ③ a
ミクロからマクロまでの能
力 A1







関係を作る能力 A1 ① b
ミクロからマクロまでの能
力 A1
役割遂行能力 A1 ② c
技能 視覚化できる能力の概念
E2
skill の能力と行動の 2 側面 E ２① a
態度 動機・意欲 A2 業務に対する姿勢 A2 ④ b
メゾ 成熟の過程と力量
熟達
概念特性 A3 プロとしてのコンピテンスの発達 A3
⑤ e
学習と応用力 B4 知識，技術を能力に転化する力 B4
② a
成熟化へのプロセス D３ 教育・訓練の過程 D３① a
成熟化へのプロセス D３ 経験知と技術の進化 D３① c
成果 成果の産出概念 F2 高パフォーマンスに結びつく行動 F2
⑤ a
技能 成熟化へのプロセス D3 実践様式と技能の交流的概念 D3 ②
c
表Ⅱ -3 その 2　コンピテンシーの構成要素レベル別分析

























概念特性 A3 ソーシャルワークのコンピテンス A3
⑤ a
評価性 成熟化へのプロセス D3 実践更新の段階程度の測定 D3 ① c
評価性 成果の産出概念 F2 基準に対する効果性 F ２④ a
成果 成果の産出概念 F2 効果的実効性 F2 ③ b
成果 成果の産出概念 F2 継続的，安定的動機の成果 F2 ⑥ｂ
メゾ 組織力













一定の基準 E2 ② b
組織 熟達者の実行能力の特性
D5
特定なサービスの場 D5 ② a










職務遂行能力 B1 ① c







効果的実践能力 E1 ② a




周囲の動機づけ D2 ⑦ d　
態度 自己と環境との相互作用
D2
相手の立場に立つ D2 ① b
人材育成 自己と他 者 への有用感
D4
周囲の能力発揮 D4 ⑦ e
態度 自己と他 者 への有用感
D4
個人的信頼 D4 ⑦ f
能力 熟達者の実行能力の特性
D5
現場作業能力 D5 ⑦ g
能力 専門職の技能 C3 実践能力 C3 ④ c
責任 専門職の専門性 F1 専門家の責任応答能力 F1 ② b
能力 専門職の専門性 F1 知識・技術・価値の統合性 F1 ① a
能力 専門職の判断能力 C1 自律的判断能力 C1 ④ a
能力 総体としての適応力 B2 統合的な能力 B2 ② c
能力 総体としての適応力 B2 特性を組み合わせる能力 B2 ③ a
表Ⅱ -3 その 3 コンピテンシーの構成要素レベル別分析
レベル 上位カテゴリー カテゴリー 二次分析の分類項目 コンピテンシーの定義を表す文節
ミクロ 資質
資質 自己と他 者 への有用感
D4








ミクロ 行動特性 パタ ンー パターン化できる行動特性 B3








思考 思考と行動 D1 思慮深さと行為 D1 ① a
思考 思考と行動 D1 成果を上げる思考や行動 D1 ⑤ b
思考 思考と行動 D1 優れた方法へのこだわりD1 ⑦ C
柔軟性 熟達者の実行能力の特性
D5
急激な変化に対応 D5 ⑦ h
ミクロ 自己統制
裁量 専門職の判断能力 C1 手順や方法は自分で変えられる C1
③ b
裁量 専門職の技能 C3 自らの判断で仕事を進める。C3 ③ a
自己管理 専門職の自己管理 C2 自己統制 C2 ①ｂ
能力 熟達者の実行能力の特性
D5
成果につながるストレス耐性 D5 ⑤ a
能力 ミクロからマクロまでの能
力 A1
判断力 A1 ③ c
能力 可視化できる総合的能力
B1




能力 専門職の判断能力 C1 認知能力 C1 ④ b
ミクロ 習得性
習得性 概念特性 A3 後天的に習得するもの A3 ④ c
習得性 学習と応用力 B ４ 学習で獲得できる能力 B ４① b
ミクロ 動因
動因 専門職の自己管理 C2 挑戦するモチベーション C2 ② a
動因 自己と他 者 への有用感
D4
効果性の動機 D4 ⑥ c
動因 熟達者の実行能力の特性
D5
領域性の突破 D5 ⑦ a
動因 動機・意欲 A2 動機・意欲 A2 ① c





具体的イメージ性 E2 ④ a





















































































































































































ント学会第 8 回研究大会分科会報告，2009 年
（22）2011年度日本ケアマネジメント学会シンポジウム
介護支援専門員に求められる実践能力の研究 Ⅰ　内容分析による実践能力の概念構造化
58
る。
　また，マクロ･レベルとは，国家単位だけを指すわけではない。社会福祉の多元化・
分権化の変革理念を担う介護支援専門員は，市町村レベルの地域社会におけるマク
ロ ･ レベルの法制度，政治・文化の構造にも影響を与え，貢献する能力が求められる。
　ケアマネジメントは，事業所単位で完遂できず，地域におけるシステムが必要で
ある。介護保険も資源の一部であり，保険者は，住民に近い市町村である。地域社
会におけるネットワーキング，社会資源の創出，活用方法の拡大，時に法制度に関
わるアクション等の環境との交互作用も欠かせない。
　市民社会の形成という点においては，市民と共に市場原理主義で利用者を食い物
にするような悪貨（事業所）が自然に駆逐されるような働きに関与できれば，国が
規制を強めて官僚制度の弊害が利用者，地域社会に及ぶことを予防することもでき
る。
 
おわりに
　本稿では，介護支援専門員の実践能力を，いわば広範囲な基礎資格の職種別の文
献から，拾い出し，ミクロからマクロ ･ レベルにいたるまでの構成要素が，相互に
影響しあうライフモデルのダイナミズムを持っていることが示唆された。現在，そ
のことを実証的に検証できるように，介護支援専門員に対するインタビュー調査を
行い，その分析を進めているところである。興味深い内容が見えつつあるが公表で
きる段階に至らず，紙数の制約上も今回は無理があった。次の機会において実りあ
る成果として発表する予定としたい。
